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一　

�「
フ
ス
ベ
茶
湯
」
の
一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ

　

第
一
四
〇
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
山

本
兼
一
氏
の
小
説『
利
休
に
た
ず
ね
よ
』

に
は
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
六

月
十
八
日
の
で
き
ご
と
と
し
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
野
点
の
描
写
が
あ
る
。

ほ
ど
な
く
浜
に
出
た
。

…
…

「
こ
の
あ
た
り
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」

立
ち
止
ま
っ
た
利
休
が
、
供
の
者
に
し

た
く
を
命
じ
た
。

枝
振
り
の
よ
い
松
の
そ
ば
に
緋ひ

色い
ろ

の
毛も
う

氈せ
ん

を
ひ
ろ
げ
、
虎と
ら

の
皮
を
し
い
た
。

…
…

「
湯
を
沸わ

か
し
ま
す
の
に
、
し
ば
ら
く

お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
」

こ
れ
か
ら
湯
を
沸
か
す
な
ら
、
ず
い
ぶ

ん
暇ひ
ま

が
か
か
る
だ
ろ
う
。

…
…

利
休
は
と
い
え
ば
、
松
の
枝
に
鎖く
さ
りを

か

け
て
細
長
い
雲う
ん

龍り
ゅ
う

釜が
ま

を
釣
っ
て
い
る
。

石
を
三
つ
、
そ
の
下
に
置
い
て
、
松
葉

を
燃
や
し
は
じ
め
た
。

白
い
煙
が
も
く
も
く
湧
き
あ
が
っ
た
。

秀
吉
は
、
と
た
ん
に
愉
快
に
な
っ
た
。

「
は
は
。
こ
れ
は
よ
い
。
こ
れ
は
よ
い

趣
向
だ
。
気
に
入
っ
た
ぞ
」

起
き
あ
が
っ
て
手
を
叩
い
た
。

「
座ざ

興き
ょ
うで

ご
ざ
い
ま
す
。
お
許
し
く
だ

さ
い
ま
せ
」

…
…

「
薄
茶
を
も
ら
お
う
」

「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
平
成
二
十
年
、
二

六
四
～
二
六
六
頁
）

　

山
本
兼
一
氏
が『
南
方
録
』の「
滅
後
」

に
あ
る
話
を
参
考
と
し
て
こ
の
場
面
を

創
作
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
ま
た
、
こ
の
内
容
は
「
フ
ス
ベ
茶

湯
」
に
対
す
る
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
と
い
っ
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
松
葉
を
燃
や
し
て
湯

を
沸
か
す
野
外
の
茶
会
と
は
、
実
際
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

令
和
七
年
度
茶
の
湯
文
化
学
会
大
会

に
お
い
て
、「『
フ
ス
ベ
茶
湯
』を
め
ぐ
っ

て
―
野
点
に
関
す
る
諸
問
題
―
」
と
題

し
て
研
究
発
表
を
お
こ
な
い
、
そ
の
一

環
と
し
て
松
葉
等
を
燃
や
し
て
湯
を
沸

か
す
実
験
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ

の
際
に
動
画
を
投
影
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
大
会
の
進
行
に
お
く
れ
を
生
じ
せ

し
め
た
こ
と
は
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
、
あ
ら
た
め
て
実
験
の

詳
細
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

実
験
方
法
の
概
要

　

ま
ず
、
燃
や
す
燃
料
と
し
て
四
種
類

（
①
松
葉
、②
枯
枝
、③
松
笠
、④
炭
）を
、

そ
れ
ぞ
れ
十
分
乾
燥
し
た
一
〇
〇
グ
ラ
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ム
相
当
の
量
を
準
備
す
る
（
写
真
１
）。

　

そ
し
て
、炉
用
の
五
徳
（
高
さ
一
三
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）を
地
面
に
お
き
、

そ
の
上
に
切
合
の
風
炉
用
釜
（
羽
を
ふ

く
め
て
胴
径
二
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
蓋
を
の
ぞ
く
高
さ
一
五
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）
を
か
け
る
。
釜
は
容
量

三
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
が
、
一
リ
ッ
ト
ル

の
水
を
入
れ
、当
初
の
水
温
を
測
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
、
燃
え

尽
き
た
時
点
の
水
温
を
測
定
す
る
。
た

だ
し
、④
炭
は
燃
焼
時
間
が
長
い
た
め
、

十
分
経
過
ご
と
に
水
温
を
測
定
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
験
を
二
回
ず

つ
実
施
し
た
。
な
お
、
実
験
日
は
令
和

六
年
四
月
十
三
日
で
あ
る
。

三　

�

実
験
結
果
の
数
値
と
そ
の
検
討

　

実
験
に
よ
る
燃
焼
時
間
と
そ
の
間
の

水
温
上
昇
と
の
結
果
を
整
理
し
て
示
す

こ
と
と
す
る
。
数
値
は
前
者
が
燃
焼
時

間
、
後
者
が
水
温
上
昇
で
あ
り
、
二
回

実
施
し
た
結
果
の
平
均
値
で
あ
る
。

①
松
葉
：
五
分
〇
九
秒
、
一
四
・
五
度

②
枯
枝
：
八
分
三
四
秒
、
一
六
・
〇
度

③
松
笠
：
九
分
二
四
秒
、
一
四
・
〇
度

④
炭
：
六
〇
分
、
九
・
五
度

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
①
松
葉
、
②

枯
枝
、
③
松
笠
そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
火
力

が
あ
り
、
水
温
上
昇
が
確
認
で
き
た
。

実
験
時
の
当
初
の
水
温
の
平
均
値
は
一

八
・
五
度
で
あ
っ
た
の
で
、
単
純
計
算

す
れ
ば
、
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
燃
料
を
六

回
ほ
ど
繰
り
返
し
て
燃
焼
さ
せ
る
な
ら

ば
、
湯
が
沸
く
こ
と
と
な
る
。
燃
料
を

適
宜
補
給
し
な
が
ら
燃
焼
さ
せ
れ
ば
、

さ
ら
に
効
率
的
に
湯
が
沸
く
だ
ろ
う
。

な
お
、
釜
に
入
れ
た
水
量
は
少
な
め
に

一
リ
ッ
ト
ル
と
し
た
が
、
小
振
り
の
雲

龍
釜
な
ら
ば
五
割
相
当
の
量
で
あ
る
。

　

一
方
、
④
炭
は
一
〇
〇
グ
ラ
ム
相
当

で
は
炉
用
の
丸
ぎ
っ
ち
ょ
一
つ
、
割

ぎ
っ
ち
ょ
一
つ
の
み
の
少
量
で
あ
る
。

釜
と
の
距
離
も
あ
る
た
め
か
、
大
幅
に

時
間
が
か
か
る
結
果
と
な
り
、
六
〇
分

で
実
験
を
打
ち
切
り
と
し
た
。
茶
の
湯

で
用
い
る
④
炭
に
対
し
て
、
他
の
燃
料

（
①
松
葉
、
②
枯
枝
、
③
松
笠
）
は
、

大
き
く
性
質
を
異
に
す
る
と
い
え
る
。

四　

�

実
験
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象

　

当
該
実
験
は
「
フ
ス
ベ
茶
湯
」
が
は

た
し
て
茶
会
と
し
て
実
現
可
能
で
あ
る

の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
主
た

る
目
的
で
あ
る
。
数
値
的
に
は
湯
を
沸

か
す
こ
と
は
可
能
と
い
え
る
が
、
さ
ら

に
、
実
験
を
実
施
し
た
際
の
印
象
に
つ

い
て
の
べ
て
お
く
。

①
松
葉
は
た
い
へ
ん
燃
え
や
す
く
、
す

ぐ
に
釜
の
上
に
ま
で
炎
が
上
が
る
（
写

真
２
）。
当
初
二
〇
〇
グ
ラ
ム
の
松
葉

に
よ
り
実
験
し
た
と
こ
ろ
、
危
険
を
感

じ
た
た
め
、
一
〇
〇
グ
ラ
ム
に
変
更
し

た
。
松
の
枝
か
ら
鎖
で
釜
を
つ
る
場
合

に
は
、
枝
自
体
に
も
火
力
の
影
響
が
お

よ
ぶ
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
松
葉
を
五
〇
グ
ラ
ム
に
減

ら
し
て
同
様
に
燃
や
し
て
み
た
が
、
炎

の
上
が
り
方
に
そ
れ
ほ
ど
ち
が
い
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
く
わ
え
て
灰
が
周
囲

に
落
ち
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

松
葉
は
そ
も
そ
も
松
脂
が
多
い
た

め
、
煙
も
出
や
す
い
が
、
と
く
に
積
み

上
げ
た
松
葉
の
表
層
部
が
全
面
に
燃
え

広
が
る
た
め
、
か
え
っ
て
内
部
が
燃
え

に
く
く
、
そ
の
際
に
大
量
の
煙
が
発
生

す
る
（
写
真
３
）。

【写真1】燃料４種類

④
炭

③
松
笠

①
松
葉②

枯
枝

【写真２】松葉・燃焼の炎
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ま
た
、
煙
の
に
お
い
が
衣
服
・
頭
髪

に
付
着
す
る
し
、
炎
も
煙
も
わ
ず
か
な

風
向
き
の
変
化
に
し
た
が
い
方
向
を
か

え
る
の
で
、
釜
の
近
く
に
い
て
燃
焼
を

管
理
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

な
お
、
に
お
い
は
釜
や
五
徳
に
も
付

着
す
る
。
実
験
後
は
茶
室
内
で
の
使
用

を
た
め
ら
う
ほ
ど
の
に
お
い
が
の
こ
っ

た
。
合
成
洗
剤
で
も
落
ち
な
い
た
め
、

煎
茶
を
入
れ
た
湯
で
長
時
間
煮
て
、
よ

う
や
く
気
に
な
ら
な
い
程
度
と
な
っ

た
。

　

②
枯
枝
は
、
の
ち
に
立
花
実
山
が
野

点
の
こ
と
を
「
柴
火
ノ
会
」
と
書
き
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
葉
に
か
え
て

柴
を
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
た
た
め
で

あ
る
。
柴
と
は
何
か
は
っ
き
り
し
な
い

の
で
、広
葉
樹
の
細
い
枯
枝
を
集
め
た
。

　

③
松
笠
を
実
験
の
対
象
と
し
た
の

は
、『
長
闇
堂
記
』
や
『
細
川
三
斎
茶

事
物
語
』
の
な
か
に
貧
し
い
茶
人
が
松

笠
を
く
べ
て
茶
の
湯
を
お
こ
な
っ
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ

は
茶
室
内
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
あ

わ
せ
て
評
価
し
て
お
き
た
い
と
考
え

た
。

　

実
験
の
結
果
か
ら
は
、
②
枯
枝
お
よ

び
③
松
笠
と
も
に
、
①
松
葉
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
て
も
炎
は
上
が
る
が
、
煙
の

量
は
少
な
目
で
あ
る
。
す
ぐ
に
燃
え
上

が
ら
な
い
た
め
、
燃
料
を
少
し
ず
つ
補

給
し
な
が
ら
燃
焼
さ
せ
つ
づ
け
る
こ
と

も
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。
な

お
、
炭
と
併
用
す
る
実
験
は
こ
こ
ろ
み

て
い
な
い
。

五　
「
フ
ス
ベ
茶
湯
」
の
実
際

　

以
上
、
検
討
し
た
結
果
か
ら
す
れ
ば
、

『
南
方
録
』
か
ら
推
測
さ
れ
る
「
フ
ス
ベ

茶
湯
」
の
あ
り
方
は
実
現
可
能
と
は
考

え
に
く
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
立

花
実
山
自
身
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
こ
と
は
、『
南
方
続
録
』の
な
か
に「
誠

に
狐
狸
を
責
め
る
に
こ
と
な
ら
す
。
笑

ふ
へ
し
、
恥
へ
し
」
と
否
定
的
に
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、
お
も
に
釜
の
湯
を
沸

か
す
燃
料
に
つ
い
て
の
議
論
が
中
心
と

な
っ
た
が
、
近
世
に
お
い
て
は
、
野
点

の
設
営
や
手
順
・
作
法
が
規
範
化
さ
れ

て
い
く
方
向
に
あ
っ
た
。
一
方
、
現
代

の
野
点
で
は
「
自
然
に
じ
か
に
接
す
る

と
い
う
風
雅
の
機
会
を
持
つ
こ
と
に
あ

り
、
借
景
な
ど
を
遮
ら
ず
に
作
意
を
凝

ら
し
、
融
通
性
を
も
つ
こ
と
が
主
と
い

え
る
」（『
角
川
茶
道
大
事
典
』
本
編
、

角
川
書
店
、
平
成
二
年
、
一
〇
八
〇
頁
）

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
野
点
に
は
、
濃
茶

お
よ
び
薄
茶
が
呈
さ
れ
る
の
か
、
薄
茶

の
み
が
呈
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
も
近
世

と
現
代
と
で
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
時
代
に
よ
り
茶
の
湯
の
姿
が
変
遷

し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
点
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
。

理
事
会

令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会
が
、
令
和

七
年
九
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
二
時

よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
さ
れ
た
。
理
事

十
四
名
が
出
席
し
、
以
下
の
議
題
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
た
。

一
、�

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い
て

二
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

三
、
そ
の
他

四
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

五
、
令
和
七
年
度
総
会
・
大
会
の
報
告

　

飯
島
副
会
長
の
司
会
進
行
で
議
題
に

沿
っ
て
議
事
が
始
ま
っ
た
。

　

第
一
議
題
で
は
、令
和
八
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
概
略
が
提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

　

大
会
実
行
委
員
会
（
飯
島
・
舩
阪
の

両
副
会
長
を
中
核
と
し
て
、
近
畿
地
区

の
理
事
・
幹
事
（
他
地
区
の
理
事
・
幹

事
も
可
））
を
立
ち
上
げ
、
開
催
地
は

京
都
、
開
催
日
（
候
補
）
は
令
和
八
年

度
六
月
十
三
日
（
土
）・
十
四
日
（
日
）、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
近
代
の
茶
の

【写真３】松葉・燃焼の煙
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湯
（
案
）」、
可
能
な
ら
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
見
学
会
の
開
催

（
必
ず
し
も
テ
ー
マ
に
固
執
す
る
も
の

で
は
な
い
）
を
次
回
の
理
事
会
に
て
提

案
す
る
。

　

第
二
議
案
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
山

田
編
集
委
員
長
よ
り
、
会
誌
四
十
四
号

が
進
行
中
、
九
月
末
発
行
予
定
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

会
誌
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
に
つ
い
て
岡

本
副
会
長
よ
り
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
理

事
会
で
の
承
認
を
得
て
契
約
す
る
と

し
、こ
の
件
は
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

よ
っ
て
契
約
す
る
。

　

Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
は
会
誌
発
行
よ
り
二

年
経
っ
て
か
ら
順
次
全
面
公
開
と
な

る
、
そ
れ
ま
で
は
タ
イ
ト
ル
と
要
約
の

み
の
検
索
と
な
る
。
一
件
の
検
索
に
つ

き
将
来
的
に
使
用
料
金
が
発
生
し
、
学

会
収
入
と
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

国
立
国
会
図
書
館
・
Ｊ

−

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
担
当
の
岡
本
副
会

長
に
一
任
さ
れ
た
。

　

会
報
に
つ
い
て
中
村
幸
理
事
よ
り
、

会
報
一
二
六
号
が
進
行
中
、
九
月
末
発

行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
二
議
案
に
関
連
し
て
、「
会
誌
投

稿
規
定
」
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て
、
岡

本
副
会
長
よ
り
投
稿
の
「
受
理
」
で
は

な
く
「
受
了
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
、
の
提
案
が
あ
り
、「
受
理
」・「
受

理
日
」
を
「
受
了
」・「
受
了
日
」
に
変

更
す
る
か
、
早
急
に
編
集
委
員
会
で
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
三
議
題
で
は
、
事
務
局
の
コ
ピ
ー

機
が
八
年
目
と
な
り
点
検
の
回
数
が
増

え
、借
り
換
え
を
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、
各
担
当
理
事
よ
り

事
業
報
告
が
、
各
地
例
会
の
担
当
理
事

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

第
五
議
題
で
は
、令
和
七
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
依
田
理
事
よ
り
報
告
さ

れ
た
。
総
会
で
は
、
副
会
長
に
飯
島
照

仁
理
事
・
舩
阪
理
事
、
理
事
に
佐
藤
留

実
幹
事
、
幹
事
に
荒
井
欧
太
朗
氏
が
新

任
さ
れ
た
。
役
員
役
割
分
担
は
、
会
報

編
集
委
員
と
し
て
飯
島
理
事
・
舩
阪
理

事
の
あ
と
、
佐
藤
留
実
理
事
・
八
尾
理

事
が
選
出
さ
れ
た
。

　

令
和
七
年
度
第
二
回
理
事
会
が
、
令

和
七
年
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後

二
時
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
さ
れ
た
。

理
事
十
四
名
が
出
席
し
、
以
下
の
議
題

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

一
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

二
、�

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い
て

三
、�

会
長
候
補
選
考
委
員
会
の
編
成
に

つ
い
て

四
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

五
、
そ
の
他

　

舩
阪
副
会
長
の
司
会
進
行
で
議
題
に

沿
っ
て
議
事
が
始
ま
っ
た
。

　

第
一
議
題
で
は
、
各
担
当
理
事
よ
り

事
業
報
告
が
、
各
地
例
会
の
担
当
理
事

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
議
題
で
は
、
令
和
八
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

日
時
：�

令
和
八
年
六
月
十
三
日
（
土
）・

十
四
日
（
日
）

第
一
日
目　

見
学
会　

藪
内
家

　
　
　
　
　
（
燕
庵
及
び
露
地
）

　
　
　
　
　

懇
親
会
（
開
催
予
定
）

第
二
日
目　

総
会
・
大
会

会
場
：�

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
テ
ー
マ

　
　
「
京
都
と
茶
の
湯
の
近
代
化（
仮
）」

　

第
三
議
題
で
は
、
会
長
候
補
者
選
出

に
関
す
る
内
規
に
従
い
、
新
会
長
候
補

の
選
考
を
行
う
よ
う
、
会
長
候
補
選
考

委
員
会
に
、
谷
村
理
事
、
仲
理
事
、
依

田
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。
次
回
理
事
会

ま
で
に
委
員
会
を
開
催
し
、
会
長
候
補

者
を
選
出
し
、
総
会
に
て
決
定
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
会
誌
四
十
四
号

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
令
和
八
年

三
月
末
に
発
行
予
定
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
「
会
誌
投
稿
規
定
」
第
五
条
の
「
受

理
」
文
言
に
つ
い
て
、
前
回
理
事
会
で

不
適
切
で
は
な
い
か
と
の
疑
義
が
挙
げ

ら
れ
、
会
誌
編
集
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
投
稿
規
定
と
の
齟
齬
を
埋
め
る

た
め
「
受
理
」
よ
り
、「
受
付
」
と
い

う
文
言
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
と
の
提

案
が
な
さ
れ
、理
事
会
で
了
承
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
会
誌
原
稿
投
稿
規
定
」

の
一
部
改
訂
が
決
定
し
、
次
回
総
会
で
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承
認
を
得
る
事
項
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
の
契
約
が
完
了
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
準
備
が
整
い
次
第

公
開
さ
れ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
た

だ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
は
和
文
・
英
文
の
要

約
を
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
和
文
の
要
約
作
成
は
著
者

に
要
請
し
て
問
題
は
な
い
が
、
英
文
に

つ
い
て
は
ど
う
対
応
す
る
か
、
今
後
編

集
委
員
会
で
協
議
し
て
欲
し
い
と
の
要

求
が
岡
本
副
会
長
か
ら
出
さ
れ
、
編
集

委
員
会
で
こ
の
問
題
以
外
に
も
公
開
に

あ
た
っ
て
の
諸
問
題
の
対
応
・
対
策
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
に

お
い
て
公
開
さ
れ
る
条
件
と
し
て
、
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
会
誌
の
公

開
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
総
会
で
の
承
認
が
必
要
と
さ

れ
、
次
回
総
会
で
承
認
を
得
る
事
項
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
会
誌
公
開
の

細
目
に
つ
い
て
も
前
項
の
論
文
の
英
訳

作
成
と
併
せ
て
編
集
委
員
会
で
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
報
に
つ
い
て
、
中
村
幸
編
集
委
員

よ
り
会
報
一
二
七
号
が
制
作
中
で
十
二

月
末
に
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

例　

会

東
京
例
会

（
令
和
七
年
七
月
十
二
日
）

「
幕
末
徳
島
藩
の
茶
―
『
辛
亥
書

記
』
を
中
心
に
―
」

依
田　

徹

　

本
発
表
で
取
り
上
げ
た『
辛
亥
書
記
』

は
、
近
年
徳
島
市
内
か
ら
出
て
き
た
個

人
蔵
の
日
記
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
（
一

八
五
一
）か
ら
三
年
間
の
記
録
で
あ
り
、

「
修
心
斎
」
の
署
名
か
ら
徳
島
藩
の
歌

人
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
藤
友
信
（
修
心

斎
、
一
八
一
九
～
一
八
八
三
）
の
記
録

と
特
定
で
き
た
。
友
信
は
藩
の
商
法
方

に
勤
務
し
な
が
ら
、
歌
人
と
し
て
歌
を

教
え
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、

『
辛
亥
書
記
』
か
ら
は
さ
ら
に
裏
千
家

の
宗
匠
と
し
て
の
活
動
が
確
認
さ
れ
、

日
記
の
間
に
は
五
十
三
回
の
茶
会
記
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
登
場
し
て
い
る
の

は
友
信
や
そ
の
弟
子
た
ち
、
ま
た
本
覚

寺
日
義
が
中
心
と
な
る
。
本
覚
寺
は
堺

出
身
の
塩
屋
一
族
が
創
建
し
た
日
蓮
宗

寺
院
で
あ
り
、
一
燈
が
茶
室
を
作
る
な

ど
、
阿
波
の
千
家
流
に
と
っ
て
重
要
な

寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
し
て『
辛
亥
書
記
』

に
は
佐
渡
左
近
、
樋
口
内
蔵
助
、
黒
部

所
左
衛
門
、
穂
積
與
兵
衛
（
夕
雨
）
な

ど
の
蜂
須
賀
家
家
臣
団
、
嶋
屋
利
兵

衛
、
手
塚
甚
右
衛
門
、
久
次
米
兵
次
郎

と
い
っ
た
御
用
商
人
た
ち
が
、
徳
島
城

下
で
盛
ん
に
茶
会
を
催
し
て
い
た
様
子

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
嘉
永
五

年
に
三
人
扶
持
五
石
の
油
方
坊
主
で
あ

る
吉
成
文
龍
が
喜
寿
の
茶
会
を
催
し
た

際
、
祝
い
と
し
て
藩
主
一
門
の
蜂
須
賀

隼
人
か
ら
大
綱
宗
彦
の
軸
、
ま
た
家
臣

の
岡
島
氏
助
か
ら
玄
々
斎
が
鶴
亀
を
描

い
た
曲
水
指
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
当
時

は
玄
々
斎
の
活
動
時
期
で
あ
り
、
玄
々

斎
が
江
戸
土
産
と
し
て
玉
川
焼
の
焙
烙

を
配
る
な
ど
、
玄
々
斎
の
普
及
活
動
の

一
端
も
う
か
が
え
る
。
幕
末
期
の
大
藩

に
お
け
る
茶
の
様
相
を
物
語
る
興
味
深

い
史
料
と
言
え
る
。

東
海
例
会

（
令
和
七
年
九
月
二
十
七
日
）

「
茶
の
湯
の
羽
箒
―
特
に
名
古
屋

の
羽
箒
に
つ
い
て
―
」

下
坂
玉
起

　

名
古
屋
の
羽
箒
に
は
、
古
い
使
い
方

や
結
い
方
、
独
特
の
好
み
な
ど
特
色
が

あ
る
。

　

久
田
流
や
尾
州
久
田
流
は
、
羽
箒
で

釜
や
風
炉
や
炉
、
点
前
畳
を
清
め
て
か

ら
点
茶
す
る
。
そ
れ
は
表
千
家
の
四
代

江
岑
が
羽
箒
を
扱
い
に
く
い
も
の
と
し

て
ふ
だ
ん
そ
ば
に
置
き
、
七
代
如
心
斎

が
羽
箒
と
帛
紗
を
並
記
し
て
清
め
の
重

要
性
を
教
え
た
こ
と
に
繋
が
る
。

　

尾
州
久
田
流
当
代
家
元
は
今
も
三
ツ

羽
を
自
作
し
、
一
枚
の
羽
の
上
に
二
枚

を
横
に
並
べ
、
断
面
が
▽
の
柄
を
竹
の

皮
で
巻
き
、
そ
れ
を
竹
の
皮
を
撚
っ
た

紐
で
結
う
。
こ
れ
は
利
休
が
創
始
し
た

三
ツ
羽
の
結
い
方
に
通
じ
る
。
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名
古
屋
の
尾
州
久
田
流
の
近
代
数
寄

者
森
川
如
春
庵
は
、
益
田
鈍
翁
が
庭
で

飼
っ
て
い
た
鶴
の
羽
を
使
っ
た
自
流
の

結
い
方
の
羽
箒
を
、
名
古
屋
の
数
寄
者

の
茶
会
第
一
回
敬
和
会
で
使
っ
て
い

る
。

　

如
春
庵
の
、
茶
の
湯
用
と
し
て
は
大

変
変
わ
っ
た
羽
箒
は
、
尾
張
徳
川
家
初

代
義
直
の
美
し
い
文
房
具
の
羽
根
に
酷

似
し
て
い
る
の
で
そ
の
写
し
と
思
わ

れ
、
尾
張
徳
川
家
へ
の
思
慕
を
思
わ
せ

る
。

　

明
治
か
ら
終
戦
ま
で
、
日
本
は
海
外

に
進
出
し
、
保
護
法
も
な
い
に
等
し

か
っ
た
た
め
、
外
地
に
生
息
す
る
セ
イ

ラ
ン
や
ノ
ガ
ン
、
カ
サ
サ
ギ
な
ど
多
種

多
数
の
羽
が
入
手
で
き
た
。

　

益
田
鈍
翁
は
関
東
大
震
災
後
、
名
古

屋
に
疎
開
し
た
た
め
、
名
古
屋
の
茶
の

湯
界
は
活
況
を
呈
し
、
そ
の
影
響
で
、

名
古
屋
の
松
尾
流
の
指
物
師
・
長
谷
川

甫
斎
は
多
種
多
数
の
羽
箒
を
結
っ
た
。

そ
れ
に
鈍
翁
や
松
尾
流
の
家
元
な
ど
が

箱
書
き
し
、
甫
斎
自
身
も
箱
書
き
し
た

た
め
、
多
数
現
存
し
て
い
る
。

　

名
古
屋
の
茶
人
た
ち
は
、
羽
箒
に
は

白
い
紐
を
好
ま
ず
、
竹
の
皮
を
撚
っ
た

紐
や
そ
れ
に
似
た
色
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
皮
を
撚
っ
た
紐
を
好
む
。
そ
れ
は
尾

州
久
田
流
や
松
尾
流
の
羽
箒
の
竹
の
皮

を
撚
っ
た
紐
を
見
慣
れ
て
い
る
た
め
、

白
い
紐
に
違
和
感
が
あ
る
か
ら
の
よ
う

で
、
名
古
屋
独
特
の
好
み
で
あ
る
。

　

名
古
屋
の
羽
箒
は
現
存
数
が
多
く
、

尾
張
の
茶
の
湯
史
や
近
代
数
寄
者
た
ち

と
の
交
流
も
想
像
で
き
、
興
味
深
い
。

近
畿
例
会

（
令
和
七
年
十
月
四
日
）

「
野
村
得
庵
の
煎
茶
─
賀
寿
と
読

書
の
楽
し
み
の
席
飾
り
─
」

舩
阪
富
美
子

　

こ
れ
ま
で
野
村
得
庵
が
煎
茶
に
高
い

見
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
遺
さ
れ

た
二
つ
の
煎
茶
会
記
を
見
れ
ば
、
近
代

文
人
煎
茶
趣
味
の
中
で
も
群
を
抜
い
て

秀
逸
と
言
え
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。昭
和
四
年
五
月
十
六
日
、

売
茶
翁
を
顕
彰
す
る
煎
茶
会
「
第
二
次

高
遊
会
」
が
京
都
の
黄
檗
山
萬
福
寺
で

開
催
さ
れ
、
得
庵
は
有
声
軒
を
担
当
し

た
。
こ
の
日
の
会
記
と
席
の
写
真
を
収

め
た
『
高
遊
会
茗
筵
図
録
』
に
基
づ
き
、

席
を
構
成
し
た
道
具
を
取
り
上
げ
、
得

庵
が
設
い
に
込
め
た
意
味
を
読
み
取
り

な
が
ら
、
席
飾
り
の
世
界
を
解
き
明
か

す
こ
と
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
道
具
は

ご
く
一
部
し
か
伝
来
せ
ず
、
得
庵
の
自

筆
蔵
帳
や
旧
蔵
者
の
売
立
目
録
な
ど
に

よ
っ
て
情
報
を
補
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
各
道
具
に
は
中
国
古
典

文
学
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
待
合
の

床
幅
「
頼
山
陽
賛
・
浦
上
春
琴
花
卉
」

に
は
『
朱
子
語
類
』
や
米
芾
『
画
史
』

の
「
満
堂
春
色
（
桃
の
一
大
枝
）」、
待

合
展
観
の
幅
「
貫
名
菘
翁
四
時
読
書
楽

詩
画
」
の
春
幅
に
は
、
周
茂
叔
の
「
窓

前
草
不
除
去
」、
本
席
床
幅
の
「
中
峰

禅
師
墨
蹟
」
に
は
『
三
体
詩
』
所
収
崔

塗
詩
「
春
夕
旅
懐
」
尾
聯
「
自
是
不
帰

帰
便
得
、
五
湖
煙
景
有
誰
争
」、
香
炉

の
平
卓
に
は
六
朝
志
怪
小
説
の「
劉
晨
・

阮
肇
」、
柱
挂
の
袋
形
提
物
に
は
「
高

遊
外
書
」
杜
甫
詩
「
落
日
」
の
「
一
酌

散
千
愁
」、菓
子
盂「
木
米
染
付
摸
開
扇
」

に
は
『
唐
詩
選
』
所
収
杜
審
言
詩
「
戯

贈
趙
使
君
美
人
」、『
楽
府
詩
集
』
の
「
陌

上
桑
」、『
文
選
』
の
宋
玉
「
高
唐
賦
并

序
」
な
ど
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
意
味
を

も
っ
て
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
お

り
、見
事
な
設
い
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
煎
茶
文
會
に
お
け
る
発
意
の
仕
掛

け
―
「
箕
山
瀑
布
図
」
を
例
に
―
」

佃　

一
輝

　

安
永
、
天
明
、
寛
政
ご
ろ
か
ら
文
人

た
ち
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
煎
茶
会
は
、

幕
末
以
降
の
「
煎
茶
道
」
の
茶
会
と
は

異
な
る
。
文
人
た
ち
の
煎
茶
会
は
、
茶

会
と
い
う
よ
り
、
文
人
の
会
合
を
い

う
「
文
会
」
の
一
形
態
で
あ
り
、
煎
茶

を
用
い
た
文
会
と
し
て
、「
煎
茶
文
会
」

と
呼
ぶ
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。

　

煎
茶
文
会
と
煎
茶
道
茶
会
と
の
相
違

点
は
①
漢
籍
素
養
②
自
娯
去
俗
の
美
意

識
③
儒
学
に
よ
る
交
遊
重
視
の
思
想
④

茶
室
で
な
く
文
房
書
斎
を
場
と
す
る
⑤

亭
主
と
客
と
の
双
方
向
性
⑥
書
画
と
座
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の
同
一
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

⑤
は
同
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ロ
ン

に
近
似
し
て
、
美
術
と
テ
ー
マ
に
対
す

る
鑑
賞
、
意
見
及
び
異
見
の
語
ら
い
を

中
心
と
す
る
。
亭
主
の
提
出
し
た
書
画

や
煎
茶
器
の
取
り
合
わ
せ
、
空
間
構
成

を
も
と
に
し
て
、
客
は
受
容
、
批
評
、

さ
ら
に
展
開
や
発
展
を
試
み
、
そ
れ
を

亭
主
が
受
容
展
開
し
、
ま
た
そ
れ
を
客

が
批
評
展
開
し
て
と
、
連
続
的
な
美
的

時
空
の
共
有
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
煎
茶
文
会

の
主
催
者
で
も
あ
っ
た
池
大
雅
、
木
村

蒹
葭
堂
、
愛
石
の
『
箕
山
瀑
布
図
』
を

見
て
み
る
。
そ
こ
に
は
共
通
し
て
客
の

会
話
を
生
む
た
め
の
「
仕
掛
け
」
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
各
作
品
と
も
隷
書
で
「
箕
山
瀑

布
」
と
記
す
。
そ
の
特
異
な
書
体
で
、

客
は
な
ん
と
読
む
か
が
最
初
の
話
題
と

な
ろ
う
。「
箕
山
」と
読
ん
だ
時
、「
箕
山
」

と
は
ど
こ
か
の
問
題
に
移
る
。
漢
籍
素

養
に
よ
り
、
中
国
古
代
の
許
由
巣
父
の

故
事
を
彷
彿
し
て
、
こ
の
滝
は
河
南
省

箕
山
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
池
大
雅
作
品

の
賛
は
、
こ
と
さ
ら
太
古
の
イ
メ
ー
ジ

を
刺
激
す
る
。
し
か
し
「
箕
山
」
は
古

文
辞
的
表
現
で
、実
は
日
本
の
「
箕
面
」

で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
起
こ
す
客
も

出
る
で
あ
ろ
う
。現
実
の
箕
面
の
瀧
と
、

想
像
の
河
南
省
箕
山
と
。
重
層
す
る
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
文
会
の
会
話
は
白
熱

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
幕
末
の
「
青
湾
茶
会
」
と
い

う
文
会
に
使
用
さ
れ
た
木
村
蒹
葭
堂

『
箕
山
瀑
布
図
』
の
賛
に
は
、「
偶
得
其

瀑
水
」
と
あ
っ
て
、
席
中
に
手
桶
を
釣

り
「
其
瀑
水
」
を
強
調
す
る
。
河
南
省

箕
山
の
水
か
箕
面
の
瀧
水
か
、
虚
と
実

を
な
い
ま
ぜ
に
す
る
遊
び
が
、
漢
籍
教

養
の
中
で
展
開
す
る
。

　
『
箕
山
瀑
布
図
』
を
も
と
に
、
文
人

た
ち
の
文
人
画
に
お
け
る
虚
実
の
重
層

表
現
は
、
彼
ら
の
煎
茶
文
会
の
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
客
の
会
話
と
討
論
を
促

す
「
仕
掛
け
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

煎
茶
道
と
は
異
な
る
文
人
た
ち
の
会

合
、
煎
茶
文
会
の
内
実
を
俯
瞰
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
・
未
定
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛

に
メ
ー
ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

※�

東
京
・
近
畿
例
会
で
は
、
会
場
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を

行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参

加
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
例
会
参
加

申
込
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
よ
り
お
申
込
と

同
時
に
、
年
会
費
二
千
円
（
会
員
）・

四
千
円
（
非
会
員
）
を
お
振
り
込
み

く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
八
年
三
月
二
十
一
日
（
土
）

（
会
場
：
埼
玉
会
館
５
B
会
議
室
・
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）

午
後
二
時
～

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺 

そ
の

６
」

林
克
彦

「
古
染
付
と
祥
瑞
に
つ
い
て
」

近
畿
例
会

令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス　

至
誠
館
S
４
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

午
後
二
時
〜

豊
田
裕
章

「
承
久
の
兵
乱
以
後
の
水
無
瀬
殿
、
門

跡
寺
院
の
桜
井
寺
と
尾
山
遺
跡
の
庭
園

遺
構
に
つ
い
て
」

仲
隆
裕

「
水
無
瀬
神
宮
茶
室
燈
心
亭
の
露
地
と

庭
園
」

北
陸
例
会

令
和
八
年
三
月
十
四
日
（
土
）

（
会
場
：
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
博
物
館
）

午
後
二
時
〜

藤
田
若
菜

「
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
御
菓
子
」
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高
知
例
会

令
和
八
年
二
月
一
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
書
籍
輪
読　

Ⅱ
」

高
知
支
部
二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画

午
前
十
時
～
午
後
四
時

茶
席

　

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実

践
す
る
。
茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
床
飾
り
」「
道
具

立
て
」
は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

開
催
予
定
日
を
高
知
新
聞
「
こ
み
ゅ
っ

と
」
に
掲
示

会
費　

四
〇
〇
円

新
刊
紹
介

『
清
技　

昭
和
の
茶
道
を
支
え
た

職
人
た
ち
』

木
津
宗
詮
著　

淡
交
社

定
価
二
、
七
五
〇
円
（
税
込
）

『
３
ス
テ
ッ
プ
で
読
め
る　

漢
字

の
崩
し
字
』

淡
交
社
編
集　

淡
交
社

定
価
二
、
〇
九
〇
円
（
税
込
）

『
古
染
付
と
祥
瑞
―
愛
し
の
青

（blue

）
―
』

五
島
美
術
館
企
画
・
編
集　

淡
交
社

定
価
二
、
九
七
〇
円
（
税
込
）

『
野
村
得
庵　

事
業
と
文
化
活
動
』

野
村
美
術
館
学
芸
部
編　

思
文
閣
出
版

（
非
売
品
。
野
村
美
術
館
ま
た
は
寄
贈

さ
れ
た
大
学
図
書
館
・
博
物
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

お
知
ら
せ

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
の

ご
案
内

　

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
令
和
八

年
四
月
に
郵
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
程
：�

令
和
八
年
六
月
十
三
日
（
土
）・

十
四
日
（
日
）

第
一
日
目　

見
学
会　

藪
内
家

　
　
　
　
　
（
燕
庵
及
び
露
地
）

　
　
　
　
　

懇
親
会
（
開
催
予
定
）

第
二
日
目　

総
会
・
大
会

会
場
：�

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
テ
ー
マ

　
　
「
京
都
と
茶
の
湯
の
近
代
化（
仮
）」

令
和
八
年
度
大
会
発
表
者
募
集

　

令
和
八
年
度
の
研
究
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

大
会
研
究
発
表
用
概
要
を
添
え
て
、
学

会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
ご
応
募
下
さ

い
。
大
会
終
了
後
、
発
表
内
容
を
ベ
ー

ス
と
し
て
論
文
に
ま
と
め
、学
会
誌『
茶

の
湯
文
化
学
』
に
投
稿
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
発
表
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開
催
日
程
：�
令
和
八
年
六
月
十
四
日

（
日
）

応
募
資
格
：�

茶
の
湯
文
化
学
会
会
員
で

あ
る
こ
と

募
集
締
切
：
令
和
八
年
二
月
八
日（
日
）

発
表
時
間
：
研
究
発
表
二
十
分　

　
　
　
　
　

質
疑
応
答
十
分

・�

メ
ー
ル
に
て
、
件
名
を
「
令
和
八
年

度
大
会
発
表
募
集
」
と
し
、
大
会
発

表
用
概
要
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

・�

応
募
の
際
は
連
絡
先
の
ほ
か
、
現
在

の
所
属
先
、
肩
書
等
も
あ
れ
ば
、
併

せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

・�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
の
上
決

定
い
た
し
ま
す
。

・�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

・�

そ
の
他
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

※�

事
務
局
の
年
末
年
始
の
休
業
は
、
令

和
七
年
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）
～

令
和
八
年
一
月
七
日
（
水
）
と
な
り

ま
す
。


